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豚における Y.en terocoli tic aの保菌状況について

ニ沢 仁＊渡部淳介＊斉藤志保子＊＊

森田盛 大＊＊

I はじめに

Yersinia enterocolitica (Y.e)は，罹患年令に応

じて，胃腸炎，腸間膜リンパ節炎，虫垂炎，結節性紅斑，

関節炎，敗血症などさまざまな疾患けを惹起するが，

本菌の分布は，豚などの多くの動物゜m.食品゚ H研'

自然環境 1)など広範である．

我々は，人への最も重要な感染源とみられている豚に

おける Y.eの保菌状況を調杏したので，その成績の概

略を報告する．

II 調査方法

A. 被検方法

昭和57年 9~11月，本荘市ミートプラントおよび秋田

県食肉流涌センターに食肉用として搬入された豚458頭

から災便（回盲部～結腸）を採取して被検材料とした．

B. 分離同定法

Y.eの分離同定は， Paterson& Cookの方法゜に準

じて図 1により実施した。生物型別は， Wauters分類り

に従い，および，血清型別は，市販のデンカ生研製のY.e

O型別血清（03,05,08,09の抗血清）を用いて行なった。

m 調査成績

A. 豚糞便からのY.e分離成績

豚党便からのY.e分離成績は，表 1のとおりであった．
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図1. Y. enterocoliticaの検査方法

すなわち，直接分離培養ではY.eは分離されなかったが，

表1. 豚からのY.enterocoliticaの分離成績

大 合 八 若 井 秋 平

支字
本 大 象 西 由

！ 館 JII ツ
竜 美 JI I 田 鹿 荘 内 潟 目 利 計

翡市 町 町 町 町 市 町 町 市 町 町 町 町

検査頭数 60 19 16 35 25 27 25 26 25 79 50 33 16 20 2 458 

Y.o分離頭数 1 
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゜
1 

゜゚
12 

閲 性％ 1.7% 6.3% 8.0% 40% 5.1% 4.0% 6.3% 2.6% 
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リン酸緩衝液(pH7.6)による増菌培養では 458頭中

12頭から分離され，その陽性率は 2.6％であった．地域

別には， 15市町村中 7市町村の豚奨便から分離されたが，

秋田市の 8.0% (2 /25頭）が最も高率であり，次いで，

ニツ井町，西目町の 6.3%(1/16頭），本荘市 5.1% 

(4 /79),十文字町 4.0% (1 /25頭），大内町4.0%

(2 /50頭），大館市1.7 % (1 /60頭）であった．他

の8町村の豚からは分離されなかった．

B. 分離菌12株の生化学的性状，生物型および血清型

分離された12株の生化学的性状は表2のとおりである

が，分離株No.1, 3, 4, 5, 6，は，レシチーセiー），インドール

表 2. 分離菌株の主な性状，生物型および血清型

1 2 3 4 5 ミ 大内 大内 西 目 本 荘 本 荘

オキシダーゼ

25℃ ± ＋ :+-- ± 
運勅性

37℃ 

25℃ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
V p 

37℃ 

H2 S 

ブドウ糖ガス産生

インドール --1 --

リ ジ ン＇

尿 索 十 -1- -1- ＋ ＋ 

エスクリン ＋ 

サ リ シ ン‘ -1-

キシロース ＋ 

ラムノース

ラフィノース

乳 糖 + 

白 糖 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

トレ ハロース 十 十 ＋ 十 ＋ 

オルニチン 十 十 十 十 十

硝 酸 塩 十 十 十 十 十

゜
N P G 十 十 十 十 十

ク エ ン 酸

レシチナーゼ ＋ 

生 物 型 4 1 4 4 4 

血 清 邸 03 03 03 03 

（一），乳糖ー），キシロース曰，硝酸塩（＋）， トレハロース（＋），

オルニチン(+), ON PG(+)などの性状から生物型 4と同

定されたが，これはいずれも血清型が 03型であった． No.

2, 7,8,9,10の 5株は，レシチナーゼ（＋），インドー）以＋），

キシロース（＋），硝酸塩（＋）， トレハロース（＋），オルニチン'

(+), ON PG(+)から生物型 1と同定されたが， No.IOが血

清型09であった以外，他の 4株は03,05, 08,09の抗血活

には凝集しなかった．またNo.11, 12は，レシチナーゼ(+),

乳糖＋），キシロース（一），硝酸塩（＋）， トレハロース（＋），オ

ルニチン(+), ON PG(+)であり，生物型は Wautersの

分類に該当しなく，また， 03,05, 08, 09の抗血清で凝集

6 7 8 ， 10 11 12 
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しなかった。

IV 考察およびまとめ

Y.eは，家畜＂ 9,ペノト動物雙野生動物り〇，食品 1)削雙

河川。などの環境から広く分離されているが，人に病原

性のあるものは，血清型03：生物型 4，血清型05B：生物型

2，血清型08：生物型 1，血清型09：生物型 2の4型のみと

されている 1)餅10し これら 4型を保有している動物として

は，豚＂＂，犬 1) サ，猫〗，などが挙げられ，人への重要

な感染源と考えられている．

今回の調査では，県内症豚からのY.eの検出率は 2.6

％であったが，丸山ら！）は 7.6 % (228 / 3,013), 浅

川ら〗は 5. 7 % (46/794)と今回の検出率より 2~3

倍も高い検出率を報告している．しかし，検体採取時期

差などにも考艇しなければならないから，今回の調査結

果だけで県内産豚のY.e保菌率が低いとは，いちがいに

言えないだろう．

いずれにしても， Y.eか豚から 2.6%の陽性率で分離

され，しかも，その内の 5株が，人に病源性があると言

われている血泊型03:生物型 4であったことは，豚が人

への感染源として董要な位置にあることを示していると

考えられる．しかも， Y.eは， 0~4℃の低温でも増殖

するという好冷性状をもっているけことから，と畜場に

おける豚枝肉の汚染は，食肉の低1品流通にもかかわらず，

豚肉から直接人への感染，また豚肉から他の食品，器具

を介しての間接的な人への感染の可能性が十分にあるの

で， Y.eは， Foodborne infectionとして，食品衛

生対策上重視していく必要があると考えられる．
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